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歯科医師のキャリアパスに関するアンケート調査（基礎調査） 
 

平成 27 年 6 月 3 日 速報 
 
目的：歯科医師の約９割が一次医療者である現状において、キャリアパス（どの様な経験

を経て現状に至ったかを意味する）に関する信頼できるデータを収集すること。 
 
対象：日本歯科大学卒業生 
 女性－女性歯科医の集い（平成 27 年４月 19 日開催）参加者、校友会本部役員、 

校友会本部委員会出席者、平成 27 年度東京都校友会主催保険講習会参加者 
 男性－校友会本部役員、東京都校友会役員、校友会本部委員会出席者、 
    平成 27 年度東京都校友会主催保険講習会参加者 
 
調査方法：資料１のアンケート調査用紙を配布、回収 
 
調査内容： 
１）一次歯科医療者（開業、勤務医）に至った時期 
２）家族に一次歯科医療者が居るか 
 以下女性のみ 
３）離職経験 
４）離職期間 
５）離職直後の就業状況 

 
結果： 
１．アンケート回答者と調査対象者  

〇女性 回答数 95 人／調査対象者 113 人 84.0％ 
〇男性 回答数 132 人／調査対象者 187 人 70.6％ 
 

２．有効回答数  
  〇女性 93 人 97.9％ 82.3％ 
  〇男性 126 人 95.5％ 67.4％ 
 
３．卒後年数 
  〇女性 平均 28.4 年（4～54 年） 
  〇男性 平均 37.8 年（15～63 年） 
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４．一次歯科医療者（開業、勤務医）に至った時期 
〇女性：卒後 30 年以上と比較すると、それ未満の対象者は卒直後に一次医療の場に就

く人は少なくなっている。開業時期は卒後 30 年以上では 5 年後までが最も多かった

が、それ未満では 15 年後までが最も多かった。 
  〇男性：卒後年数に関わらず、10 年後までに開業している対象者が最も多かった 
 
５．家族に一次歯科医療者がいるか？ 
  女性は配偶者に一次歯科医療者が居る割合が、男性よりも多かった。 
 
６．離職経験 
  約半数の女性に離職経験があった。 
 
７．離職期間 
  半年以内が最も多かった。 
 
8．離職後の就業 
  開業、勤務がほぼ同数であったが、3 名が復帰をしていない。 






